
新井商工会議所・中小企業相談所

□調査時点　　令和5年12月31日

□調査方法　　郵送による調査表送付、郵送とＷＥＢによる回答（記名式）

□調査対象　　新井商工会議所会員企業602社（調査対象外43事業所は除く）

□回答数　　 　172（回答率28.6％）
　　　　◆業種別内訳：製造業23 　卸･小売業48　サービス業44　建設業57

　　　　◆従業員規模別内訳：5人以下93　6~10人25　11~20人24　21人~50人19　51人以上11
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4．建設業 　　　

旅館・洗濯理容美容・自動車整備・娯楽旅行レジャー・医療教育・物品賃貸・その他

　　　　　　※1 当調査における業種別の小分類は下記の通りです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(中小企業基本法の業種分類になります。日本標準産業分類とは異なります。）

第42回　新井商工会議所 会員景況調査 結果
（令和5年10月～12月実績　　令和6年1月～3月見通し）

　　　　　　※2 構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計してもかならずしも100とはならない場合があります。

食料品・繊維製品・印刷出版・鉄鋼業・木材・金属製品・機械機器・電気機器・その他

衣服身の回り品・食料品・飲食店・家具建具什器・衣料品化粧品・燃料・家電家庭用機械・スポーツ用品、
玩具・カメラ時計眼鏡・その他

1．製造業 　　　

3．サービス業　

2. 卸･小売業 　
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全産業の業況DI 前回に比べ 9.7ポイント改善も、見通しは29.9ポイント大幅に悪化

□2023年10～12月期 全業種の業況実績
今期の業況DI値（「好転」と回答した企業－「悪化」と回答した企業）は△3.6で、前回調査（2023年4月～6月）の△13.3に

比べ9.6ポイント改善しました。
□2024年1～3月期 全業種の業況見通し

全産業の業況DI値は、今期実績の△3.6から△33.5へと29.9ポイント悪化する見通しとなりました。
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好転 不変 悪化

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 0.0 23.8 0.0 △ 14.3 8.3 △ 8.7 △ 17.4

卸・小売業 △ 43.9 4.7 △ 15.7 △ 18.2 △ 19.6 △ 2.1 △ 41.9

サービス業 △ 28.1 △ 1.8 △ 2.0 △ 22.4 △ 8.3 0.0 △ 14.3

建設業 △ 19.7 △ 16.7 △ 13.8 △ 6.7 △ 21.0 △ 5.4 △ 49.1
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業種別業況DI「好転－悪化」の推移
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□2023年10～12月期 業種別業況実績
前回調査（2023年4月～6月）実績に比べ、卸・小売業、サービス業、建設業で改善しています。
□2024年1～3月期 業種別業況見通し

2023年10～12月期実績DI値に比べ、2024年1～3月期見通しDＩ値は全業種で大幅に悪化しています。

業況
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2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

5人以下 △ 36.7 △ 0.9 △ 17.0 △ 18.6 △ 12.6 △ 8.9 △ 46.4

6～10人 △ 25.7 14.3 △ 11.5 △ 16.1 △ 3.1 0.0 △ 29.2

11～20人 △ 37.0 12.5 △ 7.7 24.0 4.0 16.7 △ 41.7

21～50人 0.0 0.0 5.6 △ 35.0 0.0 △ 15.8 △ 5.6

51人以上 △ 30.0 33.3 △ 11.1 △ 23.1 14.3 18.2 0.0
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規模別売上DI「増加－減少」の推移 5人以下 6～10人 11～20人

21～50人 51人以上

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 9.5 28.6 0.0 △ 28.6 △ 4.3 0.0 △ 21.7

卸・小売業 △ 46.2 23.3 △ 21.6 △ 4.5 2.1 △ 2.1 △ 46.5

サービス業 △ 37.5 0.0 0.0 △ 22.0 △ 8.3 △ 7.0 △ 14.3

建設業 △ 25.8 △ 11.5 △ 19.3 △ 10.0 △ 11.5 △ 1.8 △ 49.1
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業種別売上DI「増加－減少」の推移 製造業 卸・小売業

サービス業 建設業

売上の動向 売上DI 前回より3.1ポイント改善するも、見通しは大幅に悪化

□2023年10～12月期 全業種の売上
今期の売上DI値（「増加」と回答した企業－「減少」と回答した企業）は△3.0ポイントで、前回調査（2023年4月～6月）の

△6.1ポイントに比べ3.1ポイント改善しました。
□2023年10～12月期 業種別の売上

DI値の動きを、今期実績と前回調査（2023年4月～6月）実績で比較すると、製造業、サービス業、建設業で改善していま
す。
□2024年1～3月期の見通し

全産業の売上DI値は、今期実績の△3.0から△35.4へと32.4ポイント大幅に悪化する見通しとなりました。
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2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 0.0 19.0 △ 4.3 △ 33.3 4.2 △ 8.7 △ 8.7

卸・小売業 △ 48.4 7.0 △ 25.0 △ 20.0 △ 21.7 △ 6.4 △ 48.8

サービス業 △ 31.0 △ 2.3 △ 16.2 △ 22.5 △ 12.5 △ 13.5 △ 19.4

建設業 △ 30.6 △ 15.4 △ 11.3 △ 14.0 △ 14.8 △ 5.7 △ 38.0

△ 60.0
△ 50.0
△ 40.0
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△ 10.0

0.0
10.0
20.0
30.0

業種別販売数量DI「増加-減少」の推移
製造業 卸・小売業 サービス業 建設業

販売数量の動向 販売数量DI 前回より5.3ポイント改善も、見通しは大幅に悪化

□2023年10～12月期 全業種の販売数量
今期の販売数量DI値（「増加」と回答した企業－「減少」と回答した企業）は△8.1で、前回調査（2023年4月～6月）の

△13.4ポイントに比べ5.3ポイント改善しました。
□2023年10～12月期 業種別の販売数量

DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較すると、卸・小売業、建設業で改善しています。
□2024年1～3月期の見通し

全産業の販売数量DI値は、今期実績の△8.1から△32.2へと24.1ポイント大幅に悪化する見通しとなりました。
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販売単価の動向 販売単価ＤＩ 現況は下降気味で、見通しは下降傾向が加速
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全産業 販売単価DI「上昇－下降」の推移

□2023年10～12月期 全業種の販売単価
今期の販売単価DI値（「上昇」と回答した企業－「下降」と回答した企業）は23.6で、前回調査（2023年4月～6月）の

27.5から3.9ポイント下降しています。
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仕入高の動向 仕入高DI 前回より2.9ポイント増加するも、見通しは大幅に減少
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全産業 仕入高DI「増加－減少」の推移

□2023年10～12月期 全業種の仕入高
今期の仕入高DI値（「増加」と回答した企業－「減少」と回答した企業）は33.8で、前回調査（2023年4月～6月）の31.5

に比べ2.9ポイント増加しました。

□2023年10～12月期 業種別の仕入高
DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較すると、製造業、卸・小売業で増加しています。

□2024年1～3月期の見通し
全産業の仕入高DI値は、今期実績の33.8から7.2へ26.6ポイント大幅に減少する見通しとなりました。

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 20.0 23.8 31.8 4.8 8.3 34.8 21.7

卸・小売業 △ 12.5 46.5 32.7 48.9 30.4 37.5 13.6

サービス業 △ 12.8 14.0 25.0 27.8 35.1 20.6 12.1

建設業 12.7 34.0 22.2 36.8 40.0 38.2 △ 7.7
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仕入数量の動向 仕入数量DI 7.5ポイント増加するも、見通しは大幅に減少
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全産業 仕入数量DI「増加－減少」の推移

□2023年10～12月期 全業種の仕入数量
今期の仕入数量DI値（「増加」と回答した企業－「減少」と回答した企業）は1.3で、前回調査（2023年4月～6月）の△6.2ポイ

ントに比べ7.5ポイント増加しました。

□2023年10～12月期 業種別の仕入数量
DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較すると、製造業、卸・小売業で増加しています。

□2024年1～3月期の見通し
全産業の仕入数量DI値は、今期実績の1.3から△23.3へと24.6ポイント大幅に減少する見通しとなりました。

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 5.0 9.5 △ 4.5 △ 23.8 △ 26.1 13.0 △ 26.1

卸・小売業 △ 45.3 2.3 △ 10.0 △ 2.2 0.0 14.9 △ 16.3

サービス業 △ 20.7 △ 19.3 △ 16.1 △ 20.3 △ 11.9 △ 16.8 △ 15.2

建設業 △ 11.3 △ 3.8 △ 11.3 △ 3.4 △ 7.1 △ 13.0 △ 43.1
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業種別 仕入数量DI「増加－減少」の推移

製造業 卸・小売業 サービス業 建設業

仕入単価の動向 仕入単価は現況・見通しともに減少するも、依然高い数値が続く
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2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

全産業 仕入単価DI「上昇－下落」の推移

□2023年10～12月期 全業種の仕入単価

今期の仕入単価DI値（「上昇」と回答した企業－「下降」と回答した企業）は58.1で、前回調査（2023年4月～6月）の66.5に

比べ8.4ポイント減少しています。

□2024年1～3月期の見通し

2024年1～3月期の見通しDI値は47.6ポイントで今期の58.1ポイントから10.5ポイント減少しています。
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建設業 在庫の推移
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収益の動向 収益DI 前回より7.2ポイント改善も、見通しは一転して厳しく

在 庫
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全産業 収益DI「増加－悪化」の推移

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 △ 4.8 28.6 △ 30.4 △ 28.6 △ 16.7 △ 13.0 △ 30.4

卸・小売業 △ 42.2 △ 4.7 △ 33.3 △ 17.8 △ 17.4 △ 8.7 △ 41.9

サービス業 △ 37.0 △ 3.6 0.0 △ 35.4 △ 16.3 △ 11.9 △ 22.0

建設業 △ 28.8 △ 12.1 △ 35.7 △ 12.1 △ 25.4 △ 15.8 △ 46.3
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業種別 収益DI「増加－減少」の推移
製造業 卸・小売業 サービス業 建設業

□2023年10～12月期 全業種の収益
今期の収益DI値（「増加」と回答した企業－「減少」と回答した企業）は△12.5で、前回調査（2023年4月～6月）の△19.7

に比べ7.2ポイント改善しました。
□2023年10～12月期 業種別の収益

DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較すると、全業種で改善しています。
□2024年1～3月期の見通し

全産業の収益DI値は、今期実績の△12.5から△36.6へと24.1ポイント大幅に悪化する見通しとなりました。
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全体的に「不足」の割合が減るも、見通しは製造業以外で「不足」傾向が強まる
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資金繰りの動向 現況では「困難」の割合が減るも、見通しは「困難」の割合が上回る。

□2023年10～12月期 全業種の資金繰り
今期「容易」と回答した企業割合は、前回調査（2023年4月～6月）に比べ、0.1ポイント増加して11.4％に。「困難」と回答し
た企業割合は、5.9ポイント減少して15.0％になり、「容易」-「困難」の企業割合（DI値）は△9.6から△3.6となりました。

□2023年10～12月期 業種別の資金繰り
DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較すると、全業種で改善しています。

□2024年1～3月期の見通し
DI値の動きは、今期△3.6から△6.9と悪化する見通しとなりました。

借入難易度の動向 今期実績は「困難」の割合が減るも、見通しは借入難易度が高まる見込み

□2023年10～12月期 全業種の借入難易度
今期「容易」と回答した企業割合は、前回調査（2023年4月～6月）に比べ、0.1ポイント減少して11.9％に。「困難」と回答

した企業割合は、2.7ポイント減少して6.9％になりました。

□2023年10～12月期 業種別の借入難易度
DI値の動きを、今期と前回調査（2023年4月～6月）で比較するとサービス業、建設業で改善しています。

□2024年1～3月期の見通し
2024年1～3月の見通しは、「容易」が2.0%減少し、「困難」が1.0%増加しています。
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全産業 資金繰りの推移
容易 不変 困難

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 4.8 14.3 △ 4.3 23.8 △ 8.7 △ 4.3 △ 4.3

卸・小売業 △ 29.2 2.3 △ 11.8 0.0 △ 11.1 △ 6.4 △ 11.6

サービス業 △ 1.9 △ 1.9 △ 8.3 △ 8.2 △ 10.4 △ 2.3 △ 4.8

建設業 △ 4.5 5.1 △ 12.7 5.1 △ 8.2 △ 1.9 △ 5.9
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業種別 資金繰りDI「容易－困難」の推移
製造業 卸・小売業 サービス業 建設業



※雇用指数＝「過剰」－[不足」 マイナス幅が大きいほど不足感が強い
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人手 一部の業種で回復傾向がみられるも、不足傾向が続く
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全産業 借入難易度の推移
容易 不変 困難

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 14.3 9.5 9.1 28.6 13.0 9.1 9.1

卸・小売業 △ 15.5 9.5 4.4 11.1 4.4 2.2 △ 2.4

サービス業 4.3 △ 2.0 △ 2.5 6.8 △ 2.4 2.6 2.6

建設業 9.7 6.9 3.9 16.1 0.0 7.5 2.0

△ 20.0
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△ 5.0
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業種別 借入難易度DI「容易－困難」の推移 製造業 卸・小売業

サービス業 建設業

2021/4～6 2021/10～12 2022/4～6 2022/10～12 2023/4～6 2023/10～12 2024/1~3見通し

製造業 9.5 △ 23.8 △ 17.4 △ 4.8 △ 25.0 △ 13.0 △ 4.3

卸･小売業 △ 8.1 △ 20.9 △ 18.4 △ 40.9 △ 26.1 △ 27.1 △ 25.0

サービス業 △ 22.6 △ 20.0 △ 28.3 △ 28.6 △ 33.3 △ 31.7 △ 31.7

建設業 △ 26.8 △ 25.5 △ 23.0 △ 36.7 △ 32.0 △ 34.1 △ 32.1

△ 50.0

△ 40.0

△ 30.0

△ 20.0

△ 10.0
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20.0

業種別 雇用指数「過剰－不足」の推移 製造業 卸･小売業 サービス業 建設業

□2023年10～12月期の人手について、全体的に不足傾向がみられる中で 卸・小売業、建設業で不足感が強まりました。
□2024年1～3月期の見通しは、人手不足感が若干回復する傾向と予想されます。
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□2023年冬のボーナス支給状況を全業種についてみると、「支給なし」の企業割合が41.7%、「支給あり」の企業割合が
58.3%となっています。

□業種別に2022年冬のボーナスと比較すると、サービス業、建設業で「支給なし」の割合が増加しています。
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冬季ボーナス 前年同期（前回冬）の調査に比べ、「支給なし」の割合が増加
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業
　
種
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模
別

　
業
　
種

　
規
模
別

【製 造 業】 (１位）売上減少 (２位）物価高騰 (３位）諸経費増大
【卸・小売業】 (１位）売上減少 (２位）賃上げ・人件費増大 (３位）物価高騰、人材不足・人手不足・獲得難
【サービス業】 (１位）諸経費増大 (２位）人材不足・人手不足・獲得難 (３位）売上減少
【建 設 業】 (１位）物価高騰、売上減少 (２位）人材不足・人手不足・獲得難 (３位）仕入先からの値上げ要請

【製 造 業】 (１位）販路拡大 (２位）経費節減 (３位）販売価格の引き上げ

【卸・小売業】 (1位）販路拡大 (２位）経費節減 （３位）販売価格の引き上げ
【サービス業】 (１位）経費削減 (２位）販路拡大 (３位）採用活動の積極化
【建 設 業】 (1位）経費節減 (２位）販路拡大 （３位）従業員の教育訓練強化・販売価格の引き上げ

経営上の問題点 （複数回答 実数）
「売上減少」「物価高騰」「人手不足・人事不足・獲得難」による
問題が上位を占める

経営改善対策 （複数回答 実数）
「経費節減」、「販路拡大」による対策の他、「販売価格の引き上
げ」が上位を占める


